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■はじめに
　日本では少子高齢化を背景とした労働人口の
減少が課題となっており、建築設備業界でも同
様である。脱炭素化のニーズの高まりにより、
設備機械ではさらなる高性能化、及び省エネが
期待されている。日本の建築市場では既存設備
のリプレイスの需要が増加しており、その場
合、既存の限られた設置スペースに設備を納め
られることが必要である。
　このような市場環境を背景として荏原冷熱シ
ステム㈱（以下、当社）では、当社、及び当社
グループの持ちうる製品群とその技術を活用
し、熱源機器を一体でパッケージにした新製品

「一体形熱源ユニットRHSDW200MVP型」を
開発した。
　商業や産業における、大規模な冷水製造には
一般的に冷凍機が使用されている。
　水冷チラーをはじめとして、冷水を空調・冷
却設備に供給する熱源機器は、店舗・病院・ビ
ル・工場・地域熱供給施設など様々な場所に導
入されており、快適な空調環境の提供をはじ
め、工場の生産ラインや工作機の冷却などに使
用されている。
　水冷式冷凍機の付帯設備として、冷水、及び
冷却水の循環用ポンプ・放熱用冷却塔・冷凍機
と各設備をつなぐ水配管、及び計装配線、動力
配線と、更にこれらを制御する制御盤、及び電
源盤が必要となる。
　冷凍機、及び付帯設備の設置場所の確保や現
場での冷却水配管、電気配線などの付帯工事の
計画、及びその施工は水冷チラーの導入におけ
る課題である。
　前述の付帯設備のほか、冷水の利用には、空
調機や工場の生産ラインに応じた熱源設備二次
側にも各設備が求められるが、今回当社では、

当社の得意とする一次側の熱源設備にフォーカ
スして、パッケージ化した。
　当社は、冷凍機と冷却塔の開発・製造・販売・
保守を提供するメーカーであり、熱源設備にお
ける主要機器の特性、制御だけでなく導入及び
その後の保守まで含めた総合的なノウハウを有
している。
　本製品の運転に必須の循環水ポンプには、当
社のグループ会社、荏原製作所製のポンプを採
用した。
　本稿では、新製品「一体形熱源ユニットRHSDW 
200MVP型」の特長と今後の展望について紹介
する。

■概要と特長
　一体形熱源ユニットRHSDW200MVP型は、
水冷チラー・冷却塔・冷却水配管・循環用ポン
プ・制御盤・その他必要な器具を一体でパッ
ケージにした熱源ユニットである。
　当社では以前より、燃焼ガスを駆動源とする
吸収冷温水機と冷却塔を一体でパッケージにし
たパック型をラインアップしている。今回、従
来のパック型の技術を電気駆動の水冷チラーに
活用して開発した。
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第１図　一体形熱源ユニット外形図
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　水冷チラーは、当社のモジュラーチラー『モ
ジュラッチ RHSDW型シリーズ』をベースモ
デルとした。コンパクトなモジュラーチラーを
採用したことにより、圧縮機・蒸発器・凝縮器
の配置の自由度が向上した。その結果、本ユ
ニットでは、制御盤、及び電源盤を含む水冷チ
ラー・冷却水ポンプ・冷却水配管・器具の配置
を最適化することで、全て冷却塔の下部スペー
スに納めることに成功し、機器の据付に必要な
面積を従来型の水冷チラー・冷却塔を別設置す
る場合と比較して60%以上も削減した。
　従来水冷チラーを導入するためには、様々な
付帯設備を含め、それらの選定・システム設計
・レイアウト検討計画・調達・設置・工事など
の業務が必要である。
　水冷チラーと付帯設備（二次側を除く）：

	水冷チラー（冷凍機）
	冷却塔
	冷却水ポンプ
	冷却水配管
	計装配線
	動力配線
	システム制御盤
	動力盤
	その他器具（ストレーナ等）

　一体形熱源ユニットでは、熱源システムに必
要な水冷チラーと付帯設備（二次側を除く）が
全て含まれており、ユーザーの水冷チラー導入
業務を大幅に削減が可能である。

　本製品は熱源関連機器を一体化したことによ
り、現地工事の施工性を大幅に向上させ、工期
の短縮が可能となっている。従来必要であった、
現場での設備機器の据付、配管工事、電気・計
装配線工事などの一部の工事が省略可能となり、
冷水配管の接続、補給水、及び電源の供給のみ
行えば、試運転完了後、即座に熱源システムと
しての運用が可能となる。
　これにより、設置スペースや工期に制約のあ
る物件でも導入がしやすくなる。
　現地施工における省力化、省人化に貢献する
だけでなく、短期で施工が完了できることによ
り、導入工事に伴うエネルギー消費、及びCO2

排出の低減にも貢献する。
　また、ベースモデルのモジュラーチラーの特
長を継承することで、最大８モジュールまでの
連結が可能で、負荷に応じて自動で台数制御運
転を行う制御機能を備えている。
　冷凍能力は、１モジュールで200kWから、最
大８モジュールで1,600kWまでをカバーする。
　実績のあるモジュラーチラーがベースのた
め、安定した運転、及び冷水機の夏期性能安定
性を実現し、中間期・冬期は冷却塔ファンの運
転制御により、更に効率的な運転が可能となっ
ている。
　ユーザーに安心してご使用いただける製品で
ある。
　冷水温度コントロールに関しては、モジュ
ラーチラーの制御特長を継承し、複数モジュー
ルを連結させた場合でも、台数制御と各モ
ジュールの温度制御の組み合わせにより、送水
温度をコントロールすることで、安定した冷水
の供給が可能である。
　製品の製造、及び供給については、主要部品
の圧縮機、冷却塔、システム制御盤、及びポン
プは当社、及び当社グループで開発・設計・製
造を行っている。それにより、製品販売はもち
ろんのこと、製品の隅々までを把握したメンテ
ナンスのサービスが提供できるだけでなく、第２図　一体形熱源ユニット（冷却塔下部）
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ユーザーの長期運用における代替部品の供給、
更にはレトロフィットまでを含めたサポートが
提供可能である。

■一体形熱源ユニットの選択肢
　夏場の熱源システムの安定稼働や効率改善の
ため、空冷チラーを使用中のユーザーより、水
冷チラーについて相談をいただくケースがあ
る。
　本製品の一体形熱源ユニットは、水冷チラー

導入のハードルを引き下げた製品である。水冷
チラーの導入には、冷却塔が必要となり、熱源
システムの設計、及び計画が複雑化し、導入の
難易度が高くなる。従来の方式では、水冷チ
ラーと冷却塔を配管で接続する必要があるた
め、空冷チラーと比較してシステム全体の占有
面積が大きくなることや冷却水の必要に伴う建
物内外での配管が増加するデメリットがある。
　本製品では、水冷チラーに必要な熱源関連機
器を一体でパッケージにしたことにより、前述
の水冷チラーのデメリットを排除した。冷却塔
の設置スペースがあれば本製品を設置すること
が可能である。
　水冷チラーには様々なメリットもある。一般
的に、水冷チラーは空冷チラーと比較して、高
効率であり、同じ設置面積でも水冷チラーの方
がより大きな冷却能力を得ることが可能であ
る。また冷却水は周囲の湿球温度に応じた水温
となり、水冷チラーは外気温の影響を受けず、
高温環境下であっても水冷機として安定・効率
的な冷水の供給が可能である。
　空冷チラーは、大気へ直接的に排熱を行う
が、水冷チラーは、冷却塔を介し水蒸気を大気
へ排出するため、ヒートアイランド現象への影
響も抑制する。
　メンテナンスの観点では冷却塔のメンテナン
ス、凝縮器の洗浄、冷却水水質の維持管理が求
められるが、その点は当社に任せていただくこ
とが可能である。
　本製品の冷水（ブライン）供給可能温度は−5
～15℃であり、一般的な空調用途から産業用
途まで幅広く使用していただける。冷却塔単体
よりも低い温度の冷水を供給可能なため、既存
の冷却塔で温度が下げられずに困っているユー
ザーや装置や工作機の冷却にも最適である。
　更に、本製品は熱源システムとしての機能を
満足したうえで、冷却水の配管長さ、及びそれ
に伴う配管抵抗が最小限となるように設計を
行っており、循環水ポンプの搬送動力も、従来

第３図　モジュラーチラー（ベースモデル）

第４図　一体形熱源ユニット対象範囲
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型の水冷チラー・冷却塔を別設置する方式と比
べて低減している。その結果、定格システム
COPは4.3以上の高効率である。
　このように本製品では、水冷チラーのメリッ
トを追及しながら、一部のデメリットを解消し
たことで、ユーザーの選択の幅を広げることが
できた。

■遠隔監視システムを活用したサービス
　水冷チラー、及びポンプ、冷却塔を含む付帯
設備で構成される空調・冷却設備は、15年以
上の長期間運用され、ユーザーの重要な設備で
あることが多い。メーカーサービス機能を有し
た当社は、施設全体の安定運用を提供すること
が使命である。水冷チラー単体だけではなく、
設備全体の維持管理をワンストップで提供でき
るのが当社の特長である。
　そのような背景から、当社では通信端末を標
準装備、運用開始直後から運転データを収集
し、以後のメンテナンスに活用していく新しい
遠隔監視システム（RISSA：リッサ）を開発した。
　RISSAでは常時接続により水冷チラーの運
転データを１分毎の連続性のあるデータを採取
することが可能となり、密度の高いデータで高
精度な診断が可能となった。遠隔監視をベース
とした保守契約メニューとして、故障予兆診断
を開始した。これは水冷チラーの制御盤で認識
しているデータを傾向管理して、故障予兆を捉
えるものである。この機能により約４割の故障
について事前に傾向を捉えることができるよう
になった。
　故障予兆を検出した場合は、専任技術者が詳
細確認を実施し、必要な指示を全国に配備され
たサービス担当者に連絡して迅速に対応する仕
組みとしている。
　一方で昨今のエネルギーコスト高騰の背景も
あり、より省エネ運用や低コストでの機能・性
能の維持を求められている。今後は水冷チラー
だけではなく、設備全体をデータ取得をするこ

とで、更なる顧客提供価値の向上を目指す。施
設全体で運用改善提案やコンディションベース
でのメンテナンス提案ができるよう、社内運用
体制を整備していく。

■おわりに：将来展望
　本製品の更なる高効率化、及び高機能化とし
て、フリークーリングの機能搭載を思案してい
る。冷却塔、及びシステム制御盤を備えている
ことにより、配管や電動弁などのハードウェア
の一部を外付けで追加すれば、フリークーリン
グを行うことも可能となる。
　フリークーリングとは、冬期や中間期など
に、冷却塔で作られる冷却水の温度が、冷凍機
が供給する冷水の温度と同じかまたは下回る場
合に、冷却塔で作られる低温の冷却水を直接ま
たは冷水と熱交換することにより、負荷側に熱
を供給し、冷凍機、及び圧縮機を運転せずに効
率的に冷房する機能、及びシステムのことであ
る。これにより、冷水製造に必要な消費電力を
大幅に削減することが可能である。
　実現のため、フリークーリング用ユニットの
構造設計を行い、供給温度範囲の拡大や更なる
効率化の達成に向けた検討、及び検証を進めて
いる。フリークーリング用ユニットの構成とし
ては、冷水／冷却水熱交換器、温度コントロー
ル用電動三方弁（冷水用）、流路切替用電動２
方弁、及び制御用センサーが必要である。
　また地球温暖化を抑制するため、水冷チラー
内部に充填する冷媒を低GWP冷媒へ転換する
ことも課題としてとらえている。
　GWPとは地球温暖化係数を指し、CO2を基
準として、温室効果ガスにどれだけ地球を温暖
化させる能力があるかを表す係数である。現在
モジュラーチラーで採用している冷媒はR407C
であり、そのGWPは1770である。
　現在チラーメーカー各社は使用する冷媒の低
GWP化の検討、及び実施を進めている。
　当社が本年９月にリリースした環境対応モデ
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ルのRHSKW140MV型は、冷媒にR1234yfを採
用しており、そのGWPは１未満である。
　R1234yfはフロン排出抑制法の対象外のため、
機器所有者に対して設定された様々な基準の適
用が対象外となる。
　今後、本製品の水冷チラーのベースモデルを
RHSKW型シリーズへ変更することで、一体形
熱源ユニットのコンセプト、及び制御性はその
ままに、低GWP化への発展することを展望し
ている。

文章内「○○○型」の記述は当社の機種記号。
「モジュラッチ」は当社の登録商標。
「RISSA：リッサ」は当社の登録商標。

石原　慎也
　荏原冷熱システム㈱　開発生産統括部
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及川　善夫
　荏原冷熱システム㈱　冷凍機事業部　企画管理部
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